
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
　「軟式テニス」「硬式テニス」「フット
サル」の大会や練習の様子です。
　湯前町民グラウンドテニスコートは、
老朽化が著しく、町内の部活動や観光客
などの利用に支障をきたしています。
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特集

テニスコート４０年ぶり改修
多目的コートとして活用

湯前町民グラウンドテニスコートは、球磨郡初の全天候型、健康づくりの場、憩いの場
として、昭和５７年４月１日にオープン。４０年が経ち、施設利用への影響がでている
ことから、令和４年度でテニスコートを改修します。

　テニスコートの現状
　　◎施設面積　１４４３㎡（縦３９ｍ×横３７ｍ）
　　◎当時の総工費　１２９８万７０００円
　　◎近年の年間利用者数　８６０人 / 年（平成２８年度～令和２年度の５年間平均）

これまでの背景
　老朽化によるプレーへの支障は、１０年以上前から指摘されていました。平成２１年～２２
年の総合計画・実施計画でテニスコート整備が計画されましたが、実施は先送りされ部分修復
で対応してきました。
　テニスコートの年間利用者数は、多いときで延べ１５００人を超えていましたが、劣化した
テニスコートの利用者数は年々減少傾向にあります。　　

（引用元：Google マップ）
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現在のテニスコート

改修後のテニスコート

　コート面の「ひび割れ」が広がり、ボールのバウンドが変わったり、雑草が生えたりしています。
雨が降ると、滑りやすくプレーができない状態です。周囲のフェンスもかなり劣化しており危険な状
態です。

　参考として、村山公園テニスコート（人吉市）を示します。
　本町のテニスコートは２面で、多目的コートとして主に「軟式テニス」「硬式テニス」「フットサル」
での使用が予定されています。

 

改
修
内
容

　◎改　　修　　費　３３００万円（設計１００万円・工事３２００万円）　
　　　　　　　　　　 ※財源：臨時経済対策費（交付税）
　◎コ ー ト 面 改 修　舗装型⇒人工芝型　
　◎コートライン改修　多目的コート化（テニス＋フットサル）
　◎フ ェ ン ス 改 修　鋼製フェンス・フェンスネット新設
　◎付 帯 設 備 改 修　テニスポスト・ネット・審判台・フットサルゴールほか
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補正予算の財源内訳

33％45％

22％

地方創生臨時交付金　　臨時経済対策費　　その他

こ
の
交
付
金
は
国
か
ら
８
８
７
９

万
９
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
、
全

体
で
１
億
１
４
０
３
万
９
０
０
０

円
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
新
型
コ
ロ
ナ
支
援
）

関
連

　
財
源
の
負
担
割
合
は
、国
50
％
、

町
25
％
、
事
業
者
25
％
。
国
の
負

担
分
は
保
育
所
等
整
備
交
付
金
を

活
用
し
５
４
１
万
７
０
０
０
円
、

町
の
負
担
分
は
新
型
コ
ロ
ナ
交
付

金
を
活
用
し
２
７
０
万
８
０
０
０

円
で
す
。

湯
前
保
育
園
ト
イ
レ
改
修

工
事
・
慈
光
こ
ど
も
園
給

水
栓
改
修
工
事

８
１
２
万
５
０
０
０
円

　
旧
南
部
保
育
所
で
現
在
活
用
さ

れ
て
い
な
い
ス
ペ
ー
ス
を
、
災
害

時
の
避
難
所
な
ど
で
活
用
し
ま

す
。
改
修
工
事
と
設
計
監
理
業
務

委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

旧
南
部
保
育
所
改
修
工
事

１
４
０
０
万
円

旧
南
部
保
育
所
の
未
活
用
ス
ペ
ー
ス

行政の繁忙期つづく
国からの継続的な財政支援

６
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
16
日
ま
で
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
５
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
４
月
19
日
に
臨
時
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

２
億
６
４
９
４
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
４
６
億
８
１
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補  

正  

予  

算

　
４
月
と
６
月
の
補
正
予
算
の
財
源
の

う
ち
、
国
か
ら
の
支
援
が
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。通
常
業
務
の
ほ
か
に
、

こ
れ
ら
の
支
援
対
応
が
加
わ
り
、
さ
ら

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
）の
予
防
接
種
や
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
復
旧
な
ど
の
対
応
も

重
な
り
、
令
和
４
年
度
は
行
政
の
繁
忙

期
が
続
い
て
い
ま
す
。

収
益
作
物
等
栽
培
支
援

１
０
０
０
万
円

　
野
菜
な
ど
の
価
格
低
迷
や
出
荷

量
の
減
少
を
背
景
に
、
高
収
益
野

菜
の
生
産
振
興
と
農
業
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
、
農
業
用
資
材
な

ど
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
１
件
当
た
り
の
事
業
費
15
万
円

以
上
を
対
象
に
、
税
抜
き
額
の
２

分
の
１
以
内
、
上
限
50
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

水
稲
栽
培
継
続
支
援

９
３
０
万
円

　
米
の
需
要
減
少
に
よ
る
価
格
の

低
下
を
背
景
に
、
令
和
４
年
度
も

引
き
続
き
水
稲
の
作
付
け
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り

３
５
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

湯
楽
里
支
援
金

１
０
０
０
万
円

　

湯
楽
里
の
安
定
的
な
事
業
維

持
を
行
う
た
め
、
令
和
２
年
度

（
３
０
０
０
万
円
）に
つ
づ
き
支
援

し
ま
す
。
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こ
の
交
付
税
は
国
か
ら
５
７
５

４
万
７
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
、

全
体
で
７
３
５
７
万
円
の
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

臨
時
経
済
対
策
費
関
連

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
の

財
源
に
、
県
の
水
力
発
電
所
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
地
元
振
興
支

援
事
業
交
付
金
１
０
０
０
万
円
を

充
当
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
財
源

に
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
修
繕
助
成
金

５
３
０
万
円
を
充
当
し
ま
す
。
両

事
業
の
不
足
分
に
臨
時
経
済
対
策

費
を
活
用
し
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
総
合
整
備

事
業
改
修
工
事(

テ
ニ
ス

コ
ー
ト
３
３
０
０
万
円
・

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

１
１
０
０
万
円)

鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会

補
助
金　
　

５
０
０
万
円

　
浜
川
地
区
か
ら
辻
地
区
に
か
け

て
設
置
し
て
い
る
鳥
獣
防
護
柵
の

未
改
修
部
分
１・
６
㎞
を
補
修
し

ま
す
。

漫
画
資
源
活
用
事
業

　
５
０
０
万
円

　
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘

し
、
那
須
良
輔
先
生
の
作
品
を
中

心
に
活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま

す
。キ

ャ
ン
プ
場
誘
客
促
進
事

業　
　
　
　
６
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
高
ま
る

キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
誘
客
促
進
を
図

り
ま
す
。

商
工
業
者
経
営
持
続
化
支

援
金　
　
　
９
１
０
万
円

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
６
月
の
売

り
上
げ
合
計
が
、
令
和
元
年
か
ら

令
和
３
年
同
月
の
売
り
上
げ
合
計

と
比
較
し
て
10
％
以
上
減
少
し
、

か
つ
同
月
比
売
り
上
げ
が
15
％
以

上
減
少
し
た
商
工
業
者
に
対
し
、

売
り
上
げ
減
少
額
の
３
分
の
１
を

補
助
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業　
　
　
　
５
０
０
万
円

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は「
ワ
ー

ク
＋
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
造
語
」で
、

余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
す
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。本
事
業
は
、

観
光
客
の
増
加
や
企
業
誘
致
、
移

住
者
の
獲
得
に
繋
げ
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
構

築
か
ら
、
事
業
の
情
報
発
信
、
検

証
ま
で
を
行
い
ま
す
。

高収益作物

水稲栽培

商工業者

ワーケーション

湯楽里

キャンプ場

テニスコート

マンガ

　
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

り
、
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
17
年

度
生
ま
れ
の
女
性
の
中
に
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
逃
し
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
小
学

６
年
か
ら
高
校
１
年
相
当
の
女
子

が
対
象
で
す
。

　
接
種
対
象
者
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
の
３
年
間
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
公
費
で
接
種
で

き
ま
す
。

　
住
所
が
湯
前
町
に
あ
り
、
学
校

な
ど
の
関
係
で
遠
方
に
お
住
ま
い

の
方
が
、
そ
の
居
住
地
で
接
種
さ

れ
た
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
逃
さ
れ
た
方
へ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
任

意
接
種
補
助
金

　
５
０
万
９
０
０
０
円
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企
業
の
森
シ
リ
ー
ズ
第

４
弾

ダ
イ
ダ
ン
の
森
造
成
事
業

委
託
料

　
５
８
７
万
４
０
０
０
円

　
ダ
イ
ダ
ン
㈱
は
、
大
阪
市
に
本

社
を
置
き
、
電
気
工
事
・
空
調
工

事
を
中
心
に
全
国
展
開
さ
れ
て
い

る
、
創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
伝

統
あ
る
企
業
様
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
事
業
は
、
人
工

造
林
、
防
護
柵
設
置
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
財
源
は
、
国
県
補
助
金

と
、
残
り
の
負
担
を
ダ
イ
ダ
ン
様

と
町
で
お
お
む
ね
折
半
し
ま
す
。

♦
人
工
造
林　
３
．
２
８
ha　

　
事
業
費
４
１
３
万
円

　
補
助
金
２
８
０
万
円

　
ダ
イ
ダ
ン
負
担
金
６
６
万
円

　
町
負
担
金
６
６
万
円

♦
防
護
柵
設
置　
８
５
６
ｍ

　
事
業
費
１
７
４
万
円

　
補
助
金
１
１
８
万
円

　
ダ
イ
ダ
ン
負
担
金
３
３
万
円

　
町
負
担
金
２
１
万
円

　
※
千
円
以
下
は
切
り
捨
て

　
工
事
の
延
長
は
１
８

０
ｍ
、財
源
の
負
担
割

合
は
、国
55
％（
１
０
３

５
万
円
）、県
14
％
、町

21
％（
６
７
５
万
円
）、

８
戸
の
受
益
者
10
％

（
１
９
０
万
円
）の
負
担

で
す
。

物
価
高
騰
の
児
童
支
援

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業
費

　
３
２
６
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
長

期
化
す
る
中
で
、
食
費
な
ど
の
物

価
高
騰
な
ど
に
直
面
す
る
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
特
別
給

◎
農
業
後
継
者
等
支
援
補
助
金

　

�

町
の
制
度
に
２
人
の
申
請
が
あ

り
、
１
年
分
２
４
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

◎�

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事

業
補
助
金

　

�

国
に
よ
る
担
い
手
育
成
の
補
助

金
で
あ
り
、
１
人
が
採
択
さ
れ

た
た
め
、
１
年
分
１
５
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
財
源
は
全

額
国
負
担
で
す
。

農
業
後
継
者
３
人
を
支

援農
業
振
興
費　
４
０
２
万
円

湯
前
町
事
業
承
継
サ
ポ
ー

ト
事
業
補
助
金２

４
０
万
円

　
町
の
制
度
に
２
人
の
申
請
が
あ

り
、
１
年
分
２
４
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

商
工
業
後
継
者
２
人
を

支
援

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
に
は
、「
ひ
と
り
親
世

帯
」
と
「
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

子
育
て
世
帯
」
が
あ
り
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
児
童
１
人
当
た
り

一
律
５
万
円
で
す
。
財
源
は
全
額

国
負
担
で
す
。

施
設
の
老
朽
化
と
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応

大
谷
地
区
用
水
路
改
修
工
事　
１
９
０
０
万
円



7  ゆのまえ議会だより  No.39（令和4年8月） 

本会議

議　　　　案

吉
田  

精
二

西
　  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山
　  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡
　  

恭

金
子  

光
喜

山
下  

　
力

倉
本  

　
豊

審議結果

（賛成：反対）

令和４年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

令和４年度特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町子ども・子育て協議会設置条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町一般住宅管理条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議の賛否一覧［議案１３件（４月～６月）］

湯
前
町
子
ど
も
・
子
育
て

協
議
会
設
置
条
例

　
委
員
選
出
枠
を
広
げ
、
協
議
会

の
運
営
と
設
置
目
的
を
よ
り
有
効

に
果
た
す
た
め
、
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

【
委
員
】

（
旧
）小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

（
新
）小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

町
営
住
宅
一
戸
売
却
へ

湯
前
町
一
般
住
宅
管
理
条
例

　
一
般
住
宅「
下
永
野
住
宅（
馬
場

区
）」を
払
い
下
げ
す
る
た
め
、
行

政
財
産
の
用
途
を
廃
止
し
普
通
財

産
へ
変
更
し
ま
し
た
。

条 

例 

改 

正

売却する下永野住宅
（湯前町３６３６番地 10）

　
教
育
長
の
任
期（
３
年
間
）が
６

月
末
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第
１

項
」の
規
定
に
基
づ
き
、
中
村
富

人
教
育
長
を
再
任
す
る
こ
と
を
議

会
で
同
意
し
ま
し
た
。

中
村
教
育
長
を
再
任

教
育
長
の
任
命
同
意

そ
の
他
の
議
案

２期目に意欲を見せる中村教育長
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５人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心を
より高めるため、ＹｏｕＴｕｂｅ
動画へのアクセスランキングを
公表します。
　皆さまの視聴が議員のモチ
ベーションにつながりますので、
ぜひご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

椎葉　弘樹 ①災害やコロナ禍で見えた行政広報の課題 9

金子　光喜 ①子育て支援と教育の充実
②ふるさと寄附金 10

遠坂　道太 ①農業支援 11

西　　靖邦 ①若者の人口流出を抑制するための方策 12

吉田　精二 ①空き家対策
②奨学金 13

　一般質問は、ＩＰ告知端末放送（２チャンネ
ル）とＹｏｕＴｕｂｅ動画（生放送と録画）配信
を行っています。なおＹｏｕＴｕｂｅ動画は、
パソコンやスマートフォン、タブレット端末か
ら視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信 (生放送 )を行っています。

特別企画

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画　（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問

前回一般質問
ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング

3号連続で西議員が１位

議員 3月一般質問

西　　靖邦 385
金子　光喜 55

味岡　　恭 54

椎葉　弘樹 50

遠坂　道太 48

( 令和４年7月13日時点のアクセス数 )

ランク

1位
2位
3位



椎葉 弘樹 議員

録画中継

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た

行
政
広
報
の
課
題

提
案
内
容
を
調
査・検
討
す
る

問答要
旨　
地
域
防
災
に
欠
か
せ
な
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
防
災
の
推
進
は
。

答
弁　
住
民
か
ら
の
情
報
収
集
は

で
き
て
い
な
い
。
複
数
の
手
段
を

目
的
で
使
い
分
け
、
届
け
た
い

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
確
実
に
届
く
手
法

の
活
用
が
大
切
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
可
能

性
は
今
後
さ
ら
に
広
が
る
予
想
が

あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
検
討
の
余
地
が

あ
り
、
有
効
な
部
分
を
随
時
計
画

に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
。

要
旨　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
情
報
発
信
力
の
強
化
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
関
係
人
口
づ
く
り
は
。

答
弁　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
情
報
発
信
は
、
町
内
在
住
で

な
い
方
々
へ
の
大
変
有
効
な
手

段
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
や
共

有
リ
ン
ク
な
ど
、
活
用
方
法
を
探

り
た
い
。

要
旨　
利
用
者
目
線
の
情
報
提
供

と
非
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

は
。

答
弁　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以
降

Ｈ
Ｐ
）は
、住
民
目
線
で
見
直
し

て
い
き
た
い
。町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
査
し
た
い
。

　

行
政
窓
口
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
申
請
管
理

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、子
育
て
と

介
護
を
手
始
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な

申
請
が
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い

は
あ
る
。令
和
元
年
度
に
発
行
し

た
暮
ら
し
の
便
利
帳
の
内
容
は
、

Ｈ
Ｐ
で
の
掲
載
を
充
実
し
た
い
。

要
旨　
未
来
を
創
造
し
た
町
の
広

報
戦
略
は
。

答
弁　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
発
信
が
主

流
。
特
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ

る
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
広
報
の
必
要

性
は
感
じ
て
い
る
。
住
民
参
画
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
広
報

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
な

ど
、広
報
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。地域防災計画 総合戦略（関係人口づくり）

総合戦略（関係人口づくり）

暮らしの便利帳

暮らしの便利帳

町 SNS

町HP

町の担当部署

町の担当部署

町の関連施設など

町 SNS

町内
SNS

町内
SNS

機能性UP
オンライン
会員登録
（関係人口）

情報の
発信＆収集

LINE 連動・内容充実

【提案】行政広報の未来創造（戦略イメージ）

行
政
広
報
の
エ
ン
ジ
ン（
出
力
強
化
）

行
政
広
報
の
エ
ン
ジ
ン（
出
力
が
弱
い
）

広報戦略
総合計画

総合計画

町の関連施設など

行政広報の現在イメージ

町HP

地域防災計画 総合戦略（関係人口づくり）

総合戦略（関係人口づくり）

暮らしの便利帳

暮らしの便利帳

町 SNS

町HP

町の担当部署

町の担当部署

町の関連施設など

町 SNS

町内
SNS

町内
SNS

機能性UP
オンライン
会員登録

（関係人口）

情報の
発信＆収集

LINE 連動・内容充実

【提案】行政広報の未来創造（戦略イメージ）

行
政
広
報
の
エ
ン
ジ
ン（
出
力
強
化
）

行
政
広
報
の
エ
ン
ジ
ン（
出
力
が
弱
い
）

広報戦略
総合計画

総合計画

町の関連施設など

行政広報の現在イメージ

町HP

　
現
状
、
広
報
戦
略
は
策
定
し
て

い
な
い
。先
進
自
治
体
を
参
考
に
、

戦
略
策
定
に
関
し
て
研
究
し
た

い
。
関
係
人
口
も
対
象
に
し
た
本

町
85
周
年
記
念
事
業
の
開
催
は
、

課
長
会
な
ど
で
協
議
し
た
い
。

行
政
広
報
と
は

　
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
住

民
の
理
解
や
支
持
を
得
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
。
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一般質問
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一般質問

ふるさと寄附金
現段階では課題が大きい

問

答

子
育
て
支
援
と
教
育

の
充
実

前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い

問答

金子 光喜 議員

録画中継

要
旨　
本
町
で
行
わ
れ
て
い
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
拡
大
し
て
、
小
学
生

期
・
中
学
生
期
に
も
本
を
贈
り
、
読
書

に
親
し
む
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は

２
０
０
０
年
の
子
ど
も
読
書
年
を
契
機

に
全
国
各
地
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

た
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
に
３
８
１
人
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
絵
本
を
贈

呈
し
た
。

　
２
分
の
１
成
人
式
あ
る
い
は
立
志
式

で
の
本
の
贈
呈
は
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
し
、
小
学
校
、
中

学
校
共
に
好
意
的
に
捉
え
て
い
た
。

要
旨　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

し
た
教
育
の
充
実
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
納
税
者
と
子
ど
も
達
を
つ

な
げ
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

答
弁　
お
礼
の
意
味
を
含
め
た
動

画
な
ど
を
子
ど
も
達
の
力
を
借
り

て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
趣
旨
は
十

分
に
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
る

が
、
学
校
長
と
の
意
見
交
換
で
は

積
極
的
な
賛
同
は
無
く
、
課
題
の

方
が
先
に
出
る
状
況
で
あ
っ
た
。

本町のブックスタート事業

対
応
す
る
時
間
的
な
問
題
、
子
ど

も
達
を
だ
し
に
使
う
捉
え
方
を
さ

れ
か
ね
な
い
な
ど
。

　
た
だ
、別
な
見
方
を
し
た
場
合
、

子
ど
も
達
が
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と

は
、
教
育
的
な
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
っ

た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク
リ
ア
し

て
効
果
的
な
も
の
が
あ
れ
ば
可
能

か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は

課
題
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

教育事業関連
14％

産業振興事業  9％

福祉関連事業  7％

環境関連事業  7％

文化財関連事業  2％

移住定住促進事業  1％

その他町長が
必要と認める事業

59％

使途不明  1％

寄附の使い道（件数割合）
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一般質問

農業支援

国・県の動向を注視し対応可能
な支援を検討

問

答

遠坂 道太 議員

録画中継

要
旨　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
略
に

お
け
る
肥
料・
資
料・
燃
料・
資
材

な
ど
の
高
騰
に
伴
う
支
援
策
は
。

答
弁　

・�［
肥
料
］
価
格
高
騰
分
30
％
の

支
援
、
農
業
公
社
に
減
肥
が
で

き
る
側
条
田
植
機
の
導
入

　
追
加
の
経
済
対
策
分
は
、
臨
時

の
交
付
金
な
ど
の
配
分
を
検
討
し

て
お
り
、
肥
料
価
格
の
高
騰
分

30
％
の
支
援
は
、
今
回
の
ア
イ
デ

ア
と
い
う
形
で
受
け
取
る
。
新
た

に
減
肥
の
で
き
る
田
植
機
と
い
う

提
案
は
、
必
要
な
場
面
も
出
て
く

る
が
、
十
分
認
識
し
て
、
今
後
、

可
能
な
も
の
は
対
応
し
て
い
く
。

・�［
飼
料
］
耕
畜
連
携
に
よ
る
播

種
機
な
ど
の
導
入

　
飼
料
作
物
の
生
産
拡
大
は
、
取

り
組
み
条
件
の
整
理
、
農
家
と
の

協
議
な
ど
の
検
討
課
題
が
あ
り
、

今
後
の
方
向
は
、
担
当
課
で
協
議

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

・�［
燃
料
］
木
質
チ
ッ
プ
を
原
料

と
す
る
暖
房
機
の
リ
ー
ス
事
業

　
燃
料
高
騰
の
支
援
を
交
付
金
メ

ニ
ュ
ー
の
中
に
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
対
応

と
し
て
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
も

あ
る
が
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が

か
か
る
。
重
油
ボ
イ
ラ
ー
も
含
め

て
、
省
エ
ネ
の
た
め
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
や
部
品
交
換
な
ど
の
支

援
も
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
っ

て
い
る
。

・�［
資
材
］
露
地
栽
培
の
資
材
な

ど
に
対
す
る
支
援

　
今
年
度
、
農
業
の
町
単
独
補
助

金
は
見
直
し
を
行
う
時
期
な
の

で
、
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
今

後
、
世
界
的
に
物
価
が
高
騰
し
た

場
合
は
、
町
と
し
て
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
、
対
応
可
能
な
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

飼料作物の生産性拡大が課題

全農の秋肥（６～１０月）価格

分　類 品　名 成　分
(％ )

前期比
（春肥対比）
上昇率（％）

単
　
　
肥

窒素質
輸入尿素 ４６ ９４
国産尿素 ４６ ７３

硫安 ２１ ４５

リン酸質
過石 １７ ２５

重焼リン ３５ ２５

カリ質
塩化カリ ６０ ８０

ケイ酸カリ ２０ ３６
複合肥料 高度化成 １５- １５- １５ ５５

（全農の資料を基に作成）



若
者
の
人
口
流
失
を
抑
制

す
る
た
め
の
方
策

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

働
く
場
の
創
出
に
努
力

問答要
旨　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
地
方

に
働
く
場
を
提
供
で
き
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
誘
致
な
ど

の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な

ど
の
誘
致
は
、
比
較
的
小
規
模
で

あ
り
可
能
な
事
業
と
認
識
し
て
い

る
。
本
年
度
、
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
り
、
企
業

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
か
ら

始
め
て
、
企
業
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。そ
の
上
で
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
受
け
入

れ
体
制
を
構
築
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
整
備
も
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
既
存
施
設
の
用
途

変
更
な
ど
に
よ
る
活
用
も
視
野
に

入
れ
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

上
で
の
対
応
を
考
え
た
い
。
整
備

事
業
に
よ
る
国
・
県
の
助
成
制
度

西  靖邦 議員

録画中継

も
、
随
時
情
報
収
集
に
努
め
財
源

活
用
も
検
討
し
た
い
。

要
旨　

町
の
人
口
が
減
る
と
い

う
事
実
を 

客
観
的
に
受
け
止
め
、

新
た
な
視
点
か
ら
の
雇
用
創
出
の

取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　
中
学
校
で
は
例
年
、
地
元

の
事
業
所
で
、
職
場
体
験
を
実
施

し
職
業
観
の
育
成
を
行
っ
て
い

る
。
中
学
生
向
け
の
地
域
企
業

紹
介
の
場
を
開
催
し
な
く
て
も
、

キ
ャ
リ
ヤ
教
育
は
問
題
な
い
。
若

者
向
け
の
就
職
相
談
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

人
口
流
失
の
現
状
を
踏
ま
え
、
若

者
向
け
の
就
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
若
者
会
議
も
開
催

し
て
い
る
。

　
新
た
な
視
点
と
し
て
、
本
町
と

の
つ
な
が
り
の
あ
る
企
業
や
、
今

年
度
着
手
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
、
関
係
を
作
っ
た
企
業
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
や
企
業
誘

致
に
つ
な
げ
、
若
者
の
雇
用
の
場

を
創
出
し
た
い
。

　
熊
本
県
の
企
業
誘
致
連
絡
協
議

会
に
入
会
し
て
お
り
、「
県
庁
の
企

業
立
地
会
」・「
東
京
、
大
阪
事
務

所
」で
の
情
報
交
換
や
企
業
訪
問

な
ど
、
動
き
を
加
速
さ
せ
た
い
。

ま
ず
は
、
１
件
で
も「
働
く
場
所

の
創
出
」に
努
力
し
た
い
。

在宅勤務 モバイルワーク

ワーケーション

支社 支店

本社

TELEWORK

サテライトオフィス

多様な働き方への対応（テレワーク）

←支社や支店よりも小規模
←遠隔勤務用の施設
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一般質問
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録画中継
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一般質問

空
き
家
対
策

返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る

こ
と
を
検
討
し
た
い

問答

奨学金

他の助成制度で支援していく

問

答

要
旨　
空
き
家
に
対
す
る
町
の
対

策
は
。

答
弁　
実
態
調
査
を
今
年
５
月
に

区
長
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
集

計
や
分
析
を
行
い
デ
ー
タ
化
し
た

い
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書
を

送
付
す
る
際
、
空
き
家
対
策
の
チ

ラ
シ
を
同
封
し
、
空
き
家
バ
ン
ク

や
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
な
ど
の

活
用
を
促
し
て
、
特
定
空
き
家
に

な
ら
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　
所
有
者
が
不
明
な
空
き
家
の
中

に
は
、
倒
壊
の
危
険
や
雑
草
が
繁

茂
し
て
近
隣
か
ら
不
安
が
ら
れ
る

物
件
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
町
と

し
て
容
易
に
対
処
で
き
な
い
現

状
。
緊
急
的
な
危
険
防
止
策
で
対

応
し
て
い
く
。

　
行
政
代
執
行
や
略
式
代
執
行
を

行
う
に
は
、
条
例
や
計
画
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
必
要
に
応
じ

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
。

要
旨　
空
き
家
管
理
を
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
返
礼
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　
以
前
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
受
け
手
の
人
材
不
足
な
ど

で
実
現
し
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

空
き
家
の
適
正
管
理
の
啓
発
に
は

良
い
ツ
ー
ル
と
考
え
る
の
で
、
再

度
検
討
し
て
み
た
い
。

要
旨　
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　
町
長
の
諮
問
を
受
け
て
４

年
前
く
ら
い
か
ら
検
討
し
て
い
る

が
、「
高
校
の
授
業
料
無
償
化
」や

「
国
や
機
構
の
給
付
型
奨
学
金
制

度
」が
あ
り
、本
町
と
し
て
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。

【寄附額】１０万円
【サービス内容】
　３カ月間　月１回受託業者により実施
　［室内］全室換気、通水、防犯確認、簡易清掃、雨漏り・カビ確認
　［室外］郵便確認、簡易清掃、外部目視、庭木の確認　など

【給付額】２万円／月
【対象者】　　
 ・�保護者が水俣市に３年以上居住し、給付中も居住・勉学に明
確な目的・目標があり、その目的・目標に向かって努力する
意欲がある方

 ・学業が優秀かつ心身ともに健全である方
 ・経済的理由により就学困難と認められる方

　
若
者
の
定
住
や
人
口
減
少
対
策

と
し
て
一
つ
の
誘
導
策
と
考
え
る

が
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
や
事

業
承
継
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
複
し

た
支
援
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

八 代 市

水 俣 市
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委員会

次の所管事務を調査しました。
◎行政区（地区）からの要望への対応状況
◎学校給食費の現状

委 員 長 椎葉 弘樹
副委員長 吉田 精二
委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、西 靖邦

5月16日・6月10日

総務厚生文教常任委員会

行政区からの要望状況
受け付け方法が課題
令和元年～令和３年度末の要望件数は４４件。これらのすべてが令和元年度に受け付けたもので
あり、令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、要望確認ができていない。

未実施

検討中

実施中

完了

1

進捗状況（数字：件数）

8

16

7

13

 【課題】
〇要望に対する区長への回答（「検討中」「未実施」の部分は、実施の要否を回答する）
〇要望の随時受付の在り方

学校給食費の公会計化
委員会で継続検討

「公会計化制度」とは、学校給食費を地方公共団体の会計に組み入れることです。法的な義務はありま
せんが、国（文部科学省）と熊本県はこの制度を推進しています。

【課題】
〇学校給食費の公会計化は継続検討とし、今後の委員会で再調査する。

見込まれる６つの効果［文部科学省］
　① 教員の業務負担の軽減　　　　② 保護者の利便性の向上
　③ 徴収・管理業務の効率化　　　④ 透明性の向上、不正の防止
　⑤ 公平性の確保　　　　　　　　⑥ 給食の安定的な実施・充実
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委員会

委 員 長 遠坂 道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

5月16日・6月10日

企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎湯楽里の経営状況とコロナの影響
◎建設水道課所管の災害復旧事業

湯楽里の収支ほぼ横ばい
新型コロナの影響で経営厳しく

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

収入　　　支出

　売上状況を年度ごとで比較してみる
と、レストラン事業の落ち込みが主な
要因であることが分かります。

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
温泉　　　　  宿泊　　　 コテージ　　 レストラン　 ゲストハウス

竣工　　　前年度からの繰越　　　R4年度事業

12

11

10

　経営状況は、大規模改修
や新型コロナウイルス感染
症の影響により、令和元年
度以降で悪化しています。

建設水道課所管
令和２年７月豪雨災害　被害３３カ所
これまでの竣工１２カ所

年度別の経営状況（単位：万円）

直近 4年間の売上状況（単位：万円）

災害復旧工事の進捗状況（単位：カ所）
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議員派遣

地元選出国会議員への要望活動
令和４年４月２０日（水）～２１（木）　総務省、参議院議員会館（東京都）
【衆議院】金子恭之 議員（総務大臣）　
【参議院】松村祥史 議員　　馬場成志 議員　　本田顕子 議員（熊本出身）

２年５カ月ぶりに上京

　金子先生が総務大臣に就任以降、球磨郡の町村議会として一番乗りでの表敬訪問となりました。
　松村議員は、参議院議員選挙を前にした激励も兼ねての訪問となりました。
　馬場議員は、参議院の外交防衛委員長として、ウクライナ情勢の委員会対応の最中でした。
　長谷町長の計らいで、熊本出身の本田議員にもお会いでき、【要望⑤】をお伝えすることができました。

　金子総務大臣を中心としたチーム熊本の先生方と、令和２年７月豪雨災害や新型コロナウイルス対
策など、本町が厳しい状況の中で、要望活動や意見交換ができました。
　要望活動の翌日、金子総務大臣が出席する総務委員会を傍聴しました。

要望内容
①�令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興のた

めの財政措置

②�新型コロナウイルス対策を着実に推進するた
めの継続的な財政措置

③�新たな防災情報通信システム構築と光ブロー
ドバンドサービスの民設民営化への財政措置

④公益性による農地保全への財政措置

⑤特別支援教育支援員の確保に対する財政措置

議 員
派 遣
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議 員
派 遣

人吉球磨広域行政組合議会

一部事務組合

クリーンプラザ第二期大規模整備の関連議決
令和４年 第1回定例会（３月）、第２回臨時会（５月）の結果

◎第二期整備工事費に地方債を充てるため「同組合の負担金条例」の一部を改正
　�　赤池ごみ処理施設債（地方債）の元金および利子は、均等割１０％、人口割１０％、前年の利用
実績割８０％の負担割合に基づき、管内１０市町村で負担します。

◎日鉄環境エネルギーソリューション株式会社と１０億３９５０万円で工事請負契約を締結
　　総事業費は、令和４年度が２億９２６０万円、令和５年度が７億４６９０万円です。

（第二期整備工事の関連記事は、「ゆのまえ議会だよりＮｏ．３８号」１８ページを参照）

＜広域行政議員　椎葉・西＞

令和 4 年度　三市町村議会国道整備促進合同協議会
委員長会（西米良村）　４月２６日　
現地調査（西都市・西米良村）　６月２７日　
今年度の事業は、令和３年度の繰越工事と令和４年度の新規工事（６事業７億６８００万円）に取り
組んでいます。湯前町管内の工区は、数年前から用地買収が進展していない状況です。

西米良村基幹集落センターでの出発式
３市町村の議会議員２１人、関係者１９人が出席
しました。

西米良村の越野尾工区 ※令和５年１月完成予定
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全員協議会

全員協議会 4月25日、 5月25日、 6月24日

主 な 協 議 事 項

町民グラウンド照明の更新 
照明設備不具合への対応

町民グラウンド照明設備は、グラウンド１０基、テニスコート２基を、中学校からの
移設などで昭和５６年度に整備しています。

　ソフトボールコート側の照明は、令和３年９月に１基、令和４年３月に４基すべてが不点灯となり、
使用を中止していました。６月中旬の点検・修理において、不点灯箇所をすべて復旧し、使用を再開
しています。しかし、照明設備が耐用年数４２年を経過しており、改修事業の検討が必要です。ＬＥ
Ｄ化とコンクリート柱１２基を新設する場合、改修費用は数千万円になります。

（引用元：Google マップ）
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議会の窓

　２年ぶりに東京国際フォーラムで開催された「令和４年度町村議会議長・副議長研修会」に、
金子副議長と共に参加しました。また、県関係の国会議員にお集まりいただき、要望活動を行い
ました。

研修内容
◎「町村議会のあるべき姿」
　　東京大学名誉教授
　　　大森　彌　氏
◎「町村議会議員報酬」
　　大正大学社会共生学部教授
　　　江藤　俊昭　氏
◎「地方議会とハラスメント」
　　上智大学法学部教授
　　　三浦　まり　氏

議 長 の 窓

議 会 事 務 局 の 窓

　議会事務局職員として、４月で４年目を迎えました勘米良です。
町執行部では経験できないことを日々経験させていただいています。
　これからも議会と町執行部のかけ橋となれるよう精いっぱい頑張
りますので、よろしくお願いいたします。

議会スケジュール【７月～９月】
活動內容 日程（予定） 対応者

議会広報調査特別委員会 ７／５  企画会議　７／１３  編集会議 吉田、西、遠坂、椎葉、森山、金子
上球磨正副議長会 ７／１５ 金子、倉本
常任委員長・議運委員長研修 ７／２７　(御船町) 遠坂、椎葉、黒木、金子、倉本
郡議長会 ７／１２　８／１０ 倉本
常任委員会 ８／２３　総務厚生文教、企画経済建設 全議員

三市町村議会要望活動
(国道219整備促進合同協議会)

８／１８～１９　県要望(宮崎・熊本)
８／２９～３０　国要望(福岡・東京)

(県要望) �遠坂、森山、味岡、　
金子、山下、倉本

(国要望) 遠坂、倉本

議会運営委員会 ７／１３　８／２２，３１ 遠坂、椎葉、森山、黒木、
金子、倉本

本会議 ７／１３　８／２２　臨時会　
９／７～１６　定例会 全議員

全国広報研修会 ９／２１～２２　(東京) 西、椎葉、金子
議会全員協議会 ７／１３，２５　８／１，２５　９／２６ 全議員

全国の町村議会議長・副議長が参集した研修会



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたり、特集ページに関するテーマを設定し、住民の
皆様からご意見をいただきます。

テニス関係者インタビュー①　テーマ

テニス関係者インタビュー②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　　副委員長　西　靖邦　
　委　員　金子　光喜　　椎葉　弘樹
　　　　　遠坂　道太　　吉田　精二

▼うだるような暑さの中、熊本地方気象台は６月２８日に
観測史上最短の１８日間という短さの梅雨明けを発表しま
した。今後の水不足や２年前の豪雨災害など異常気象によ
る被害の心配は尽きないところです。

▼こうした中、６月定例議会の一般会計補正予算７６００万
円が可決しました。補正の詳細は本誌に掲載されている通

りですが、この補正が暑気を吹き飛ばすようなカンフル剤
になることを期待して見守っていきたいと思います。

（吉田）

■
発
　
行
／
湯
前
町
議
会
・
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

■
発
行
日
／
令
和
４
年
８
月
15日

■
印
　
刷
／
（
有
）
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

ゆ
の
ま
え
議
会
だ
よ
り

〇現在の活動状況は　　　
　週に２回、５人ほどの少人数で活動しています。活動場
所は、火曜日が多良木町の八日原運動公園、金曜日が湯前町民
グラウンドテニスコートです。
〇活動で困っていることは
　コートのメンテナンス状態がとても悪いことです。コートのひび割れや剥がれが
あり、ボールの軌道が変わるため、存分にプレーを楽しむことができません。現
在のハードコートは足腰に負担がかかり、怪我の原因になります。特に年配の方
などはハードコートを敬遠され、それだけでプレーしない方もいらっしゃいます。
〇改修後の活動場所に期待することは
　３面コートにすることで、人数が多くても練習できる環境を整え、学校の部活動の
誘致にも活用できればと思います。また、人数が少なくても練習できるように、壁打
ちができる場所が欲しいです。何よりも期待することは、コートのメンテナンスです。
コートの種類は違いますが、現状のようにならないように管理者と利用者が協力し合っ
ていけたらと考えています。

〇現在の活動状況は　　　
　毎週水曜日に小中学生の練習、木曜日に一般の練習を行っています。また、人吉球
磨で行われる試合や県での試合にも積極的に参加しています。　　
〇活動で困っていることは
　実際に試合で使用するコートと町営コートの種類が違うので、試合前には他町のコー
トを借りて練習することがあります。また、少しでも雨が降ると使用できない、ひび
割れから草が生えるなど、活動に支障をきたすことがあります。
〇改修後の活動場所に期待することは
　わざわざ他町のコートを借りて練習しなくて済みますし、コートの管理も簡単にな
るので助かります。また、改修されることで他の地域からの競技者も集ってくると思
います。

硬式テニス部
椎葉　直斗さん

軟式テニス部
古市　拓也さん
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